
ー症又 幸侵 

あ加いけ 
統計から見た町の人ロ 

写真上 実線 は人口 

点線 は世帯数 

（年度別、人口と世帯数の比較） 

年 人 口 世帯数 

30 1 7,0 6一2 人 3,6 0 0 

31 1 6,9 4 1 人 3, 5 5 4 

32 1 6,7 6 5 人 '3,3 1 7 

33 1 6,8 2 5 人 3,3 5 6 

34 1 b,86 5 人 3,3 7 7 

35 1 6,1 5 7 人 3,2 8 6 

36 1 5,4 5 5 人 3,1 8 4 

37 1 4,9 2 3 人 3,1 3 5 

38 1 3,4 64 人 2,8 6 5 

39 

40 

1 1,3 0 2 人 2,7 9 0 

1 0,8 3 -9 人 2,7 3 4 

昭和41年2月28日発行 

編 集 発 行 

福岡県田川郡赤池JlIj 

赤 池 町 公 民 館 

町の人 口 

(1月） 

総人口 10,7叫人 

5,098人 
5,606人 
2,695 

71 

118 

3人 
5人 
3人 

数

入

出

生

姻

亡

 

男
女
事
 

5

ブ
帯
 

世

転

転

出

婚

死

 

三
月
二
十
一
日
春
分
の
日
一
 

太
陽
が
天
（
天
球
）
の
 

赤
道
を
横
切
る
瞬
間
で
、
 

南
か
ら
北
へ
横
切
る
と
き
 

を
春
分
、
そ
の
交
差
点
と
 

い
い
、
畳
、
夜
の
長
さ
 

が
、
三
月
一
干
一
日
頃
等
 

し
く
な
り
ま
す
。
 

春
分
の
日
は
、
彼
岸
の
 

中
日
に
あ
た
り
、
祖
先
の
 

霊
を
祭
る
日
と
さ
れ
、
春
季
皇
霊
祭
と
し
 

て
国
の
祭
日
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
，
現
 

在
で
は
国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

欧
米
で
は
、
夏
至
と
冬
至
を
加
え
て
四
季
 

の
は
じ
め
と
す
る
国
が
多
く
な
っ
て
い
ま
 

す。 
o
祝
日
に
は
各
戸
国
旗
を
掲
 

げ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
 

よ
●
つ
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

グ
赤
い
羽
根
共
同
募
金
I
 

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
 

り
ま
し
た
共
同
募
金
は
，
次
の
と
お
り
で
 

す。 O
戸
別
募
金
 

一
四
一
、
七
二
五
円
 

炭
鉱
離
職
者
や
県
外
就
職
で
 

町
の
人
口
大
巾
に
減
る
 

赤
池
町
は
石
炭
と
共
に
栄
え
 

て
来
ま
し
た
が
、
唯
一
の
産
 

業
、
明
治
赤
池
炭
鉱
は
昭
和
「
一
 

十
五
年
頃
か
ら
石
炭
産
業
の
合
 

理
化
に
伴
な
い
、
企
業
の
一
部
 

縮
少
や
、
赤
池
発
電
所
の
閉
さ
 

い
、
昭
和
四
十
年
八
月
第
ニ
会
社
で
従
業
 

員
を
縮
少
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
 

が
、
十
一
一
月
に
は
新
ら
し
く
赤
池
鉱
業
株
 

式
会
社
と
し
て
発
足
、
炭
鉱
離
職
者
の
県
 

外
へ
就
職
し
た
こ
と
や
、
農
村
や
、
商
工
 

業
の
若
い
人
が
離
町
し
て
近
郊
都
市
や
、
 

京
阪
神
地
方
へ
流
出
し
た
こ
と
に
、
減
少
 

の
原
因
が
あ
り
ま
す
【
 

一
方
農
村
人
口
や
、
商
工
業
の
人
口
の
 

変
動
は
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
過
去
一
〇
年
 

間
、
町
の
人
ロ
を
統
計
か
ら
見
ま
す
と
、
 

昭
和
三
〇
年
に
一
七
、
〇
六
二
人
を
最
需
 

期
に
昭
和
四
十
一
年
一
月
で
は
、
人
口
一
 

〇
、
七
〇
四
人
で
、
過
去
一
〇
年
間
で
町
 

の
人
口
が
約
六
、
三
五
八
人
の
減
少
が
統
 

計
に
よ
っ
て
わ
か
り
ま
す
。
 

今
後
町
勢
の
発
展
の
た
め
官
公
署
の
公
 

舎
の
誘
致
や
、
町
営
住
宅
の
増
設
と
炭
住
 

社
宅
の
解
放
を
受
け
て
、
町
の
人
口
増
加
 

を
計
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

、

 

が
今
度
恩
給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
＋
 

ー

、

也

慌

ョ

で

コ

土

山

算

 

人
軍
属
に
対
す
る
普
通
恩
給
の
在
 

の
加
算
計
算
に
今
ま
で
は
、
昭
和
一
一
 

九
月
ま
で
は
加
算
が
み
と
め
ら
”
羊
 

降
た
と
え
外
地
に
よ
く
留
さ
れ
て
い
 

v
加
算
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
 



広 あ か い け （2) 、
 
'
 

報
 

広 ・
一
 

、

 か
 

あ
 

報
 

峠
を
越
し
た
集
団
赤
痢
 

入
院
患
者
ニ
ニ
十
八
人
」
に
減
る
 

赤
池
町
保
育
園
で
二
十
七
日
朝
園
児
六
 

十
人
が
下
痢
症
状
を
起
し
て
欠
席
、
こ
の
 

う
ち
五
人
が
赤
痢
と
認
定
さ
れ
て
直
方
市
 

筑
豊
病
院
に
隔
離
さ
れ
ま
し
た
．
 

一
方
役
場
厚
生
課
衛
生
係
で
は
保
育
園
 

園
児
六
十
人
の
集
団
欠
席
が
で
ま
し
た
の
 

で
、
田
川
保
健
所
に
連
絡
し
て
出
席
し
た
 

園
児
四
＋
三
人
と
職
員
五
人
を
検
便
し
ま
 

し
た
。
 

ニ
十
八
日
検
便
の
結
果
＋
四
人
が
赤
痢
 

保
菌
者
と
し
て
伝
染
病
隔
離
病
院
に
収
容
 

し
ま
し
た
。
 

赤
池
町
役
場
で
は
発
生
と
同
時
に
役
場
 

内
に
集
団
赤
痢
防
疫
『
「
策
本
部
を
置
き
蔓
 

延
防
止
に
万
全
の
態
勢
を
引
き
ま
し
た
。
 

一
方
本
部
で
は
、
ド
イ
ツ
製
動
力
噴
霧
 

患

者

発

生

状

況

・

 

消
毒
機
一
台
と
電
動
噴
霧
消
毒
機
一
台
、
 

肩
か
け
噴
霧
消
毒
機
四
台
を
購
入
し
て
、
 

防
疫
班
が
園
児
の
家
庭
附
近
や
不
潔
に
な
 

り
や
す
い
（
II
ゾ
や
hII
（
捨
て
場
な
ど
を
大
 

A
的
に
消
毒
し
、
収
容
班
は
各
伝
染
病
隔
 

離
病
院
へ
患
者
を
収
容
し
ま
し
た
。
対
策
 

本
部
で
は
、
こ
れ
が
蔓
延
に
な
ら
な
い
よ
 

「
つ
に
、
広
報
車
で
町
内
を
一
巡
し
て
防
疫
 

O
印
は
老
人
ホ
ー
ム
 

に
対
す
る
町
民
の
心
が
ま
え
と
、
協
力
を
 

呼
ぴ
か
け
た
り
、
教
育
委
員
会
で
は
、
第
 

ニ
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
，
二
月
一
日
か
ら
 

四
日
ま
で
市
場
小
学
校
、
赤
池
中
学
の
一
一
 

校
を
休
校
し
て
そ
の
間
全
児
童
生
徒
と
職
 

員
を
対
象
に
一
斉
検
便
を
す
る
な
ど
徹
底
 

し
た
防
疫
態
勢
を
と
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
保
健
所
の
調
査
で
は
患
者
の
 

菌
は
D
型
ゾ
ン
ネ
菌
で
抗
生
物
質
に
強
い
 

菌
も
ま
じ
っ
て
い
る
た
め
感
染
の
原
因
 

は
、
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
っ
て
い
ま
 

す
。
赤
痢
発
生
以
来
三
十
日
に
な
り
ま
す
 

が
対
策
本
部
で
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
 

に
注
意
し
た
り
、
実
行
す
る
よ
う
呼
び
か
 

け
て
い
ま
す
。
 

月 日 患者数 
左 の 内 訳 

非園児 園 児 小学生 中学生 その他 

1 月27日 5 5 

1 月28日 45 44 1 

1 月29日 22 18 4 

1 月30日 6 41 1 1 

1 月31日 16 10 4 2 

2月1日 4 1 2 1 

2月2日 6 2 4 

2月3日 9 1 1 7 

2月4日 0 

2月5日 6 6 

2月6日 0 

2月7日 1 1 

2月8日 0 

2月9日 0 

二月10日 0 

月11日

1 2月12日 

5 1 0 4 

2 0 2 

~ 2月13日 1 1 

4 ~ 2月14日 4 

~ 2月15日 1 0 1 

~ 2月16日 4 0 4 

~ 2月17日 0 

0 1 ~ 2月18日 1 

0 4 ~ 2耳19日 4 

~ 2月20日 1 0 1 

~ 計 143 4 82 8 1 48 

や
す
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
 

木
村
一
二
三
さ
ん
の
葬
儀
 

す
で
に
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
ご
存
知
 

ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
と
木
村
一
ニ
三
さ
 

の
よ
つ
に
学
校
警
備
員
木
村
一
二
三
（
五
 

十
七
才
）
さ
ん
が
不
時
の
災
難
で
突
如
殉
 

職
さ
れ
ま
し
た
。
 

木
村
さ
ん
の
葬
儀
は
一
月
四
日
午
後
一
一
 

時
」
干
分
か
ら
市
場
八
区
公
民
館
に
お
い
 

て
教
育
委
員
会
葬
で
し
め
や
か
に
行
な
わ
 

れ
ま
し
た
。
霊
前
の
ま
わ
り
に
関
係
者
か
 

ら
さ
さ
げ
ら
れ
た
数
組
の
花
輪
が
飾
ら
 

れ
、
木
村
さ
ん
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。
 

参
列
し
た
遺
族
の
方
や
町
議
会
・
町
執
 

行
部
・
田
川
郡
内
の
学
校
の
先
生
や
関
係
 

者
約
」
言
人
が
一
斉
に
す
す
り
泣
き
、
安
 

ん
の
冥
編
、
柵
9D
ま
し
た
‘
 

ち
は
木
村
さ
ん
の
殉
職
を
有
意
義
な
も
の
 

に
し
て
決
し
て
犬
死
に
終
ら
せ
ま
い
と
す
 

る
心
が
け
こ
そ
、
木
村
さ
ん
に
対
す
る
霊
 

を
慰
む
る
た
だ
ー
つ
の
途
で
あ
り
ま
す
。
 

よ
く
整
備
き
れ
て
い
る
消
火
機
械
器
具
 

下
田
川
四
カ
町
消
防
出
初
式
 

下
田
川
四
カ
町
の
消
防
出
初
式
は
一
月
 

九
日
午
前
十
時
よ
り
赤
池
中
学
校
た
庭
に
 

下
田
川
四
カ
町
の
団
員
四
百
四
十
八
人
参
 

加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

各
町
の
消
防
団
員
は
終
始
キ
ビ
ン
な
態
 

度
で
、
表
彰
式
・
操
法
実
演
・
分
列
行
進
 

な
ど
の
行
事
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
 

しめやかに行なわれた木村さんの葬儀 

機
械
器
具
の
点
検
に
お
い
て
は
各
町
の
 

消
火
機
械
器
具
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
そ
れ
 

ら
の
技
能
の
充
実
ぶ
り
は
町
民
の
信
頼
に
 

こ
た
え
る
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
も
の
が
あ
り
 

ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
人
命
救
助
で
第
五
分
団
の
 

次
の
こ
と
を
堅
く
守
っ
て
 

下
さ
い
 

一
、
下
痢
や
腹
痛
の
症
状
の
あ
る
人
は
直
 

ち
に
医
者
に
み
せ
る
こ
と
。
 

一
、
外
出
し
て
帰
宅
の
場
合
及
び
食
事
前
 

日 別退院状況 

の
手
洗
い
は
必
ら
ず
実
行
す
る
こ
と
。
 

一
、
赤
痢
は
免
え
き
性
が
あ
り
ま
せ
ん
の
 

で
身
体
が
衰
弱
し
て
お
り
ま
す
と
か
か
 

り
や
す
い
の
で
充
分
身
体
に
気
を
つ
け
 

て
下
さ
い
。
 

月 日 患者数 
左 の 内 訳 

非園児 園児 小学生 中学生 その他 

2月11日 1 0 1 0
 

0 0 

2月14日 61 0 55 2
 

0 4 
2月16日 17 1 6

ど 
一ー乙ーI ーーi ワ‘ 

Jガ
F
ー泊ド 

2
 

2
 

c
 

0
 

7
 

日
 

8
 

一
 月

 
2

」
2

一2

」
2

一2

一 

0 ~ 0 7 
0 ~ 0 1 

0 ~ 0 1 

1 ~ 0 3 

0 0
 

0・ 

5 ~ 1 23 

日

別

検

便

実

施

状

況

 

日
 

日
 

刀
 

月
 

月
 

1
 

検便実施 
者 数 者

 
象
 

対
 

便
 

検
 

'.64 患者の発生した家庭 ~ 

~ 1 月28日 335 
夕 ~ 

~ 1 月29日 '3 2 8 
夕 ~ 

［口 0
 

3
 

ロH
一 

1
 !

 
61 

ク ~ 
~ 1 月31日 137 

夕 ~ 
~ 2月1日 941 市場小学校児童 ~ 

1 2月2日 1,0 4 1 赤池中学生徒 ~ 

1 2月3日一 ．ーーーり！29 患者の発生した家庭 ~ 

~ 2月4 ' 1,1 2 3 9. 10. 11. 12支所全員 ~ 

~ 2月11日 60 老人ホー ム ~ 
~ 2月12日 34 老人ホーム近辺 ~ 

1 2月13日 16 
夕 ~ 

~ 2月14日 20 
夕 ~ 

~ 2月15日 51 老人ホ→ ~ 
~ 計 1 4,340 ~ 

香
月
昌
》
言
ん
が
田
川
警
察
署
長
か
F
+ 

賞
・
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
（
竿
頭
綬
授
 

与
）
第
一
分
団
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

永
年
勤
続
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

O
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

（
「
干
年
以
上
）
武
末
 
進
 
外
一
名
 

（
一
一
十
五
年
）
大
久
保
勇
 
外
七
名
 

つ
一
＋
 
年
）
立
花
利
光
 
外
七
名
 

（十 

五
 
年
）
政
光
重
敏
 
外
四
名
 

（十 

年
）
永
末
禎
佑
 
外
六
名
 

〇
県
消
防
協
会
大
長
 

優
良
団
員
表
彰
 
西
村
正
人
 
外
九
名
 

〇
田
川
消
防
協
会
々
長
 

優
良
団
員
表
彰
 
藤
村
友
也
 
外
二
名
 

O
赤
池
町
長
優
良
 

団
員
表
彰
 

山
口
利
市
外
七
名
 

レ
た
。
 

三
税
（
所
得
税
・
事
業
税
・
町
県
民
 

税
）
は
 

三
月
 
七
日
（
月
曜
日
）
 

八
日
（
火
曜
日
）
 

二
税
（
事
業
税
・
町
県
民
税
）
は
 

三
月
 
十
日
（
木
曜
日
）
 

三
月
十
一
日
（
金
曜
日
）
 

場
所
は
役
場
の
二
階
で
す
。
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所
得
税
の
還
付
請
求
は
 

早
目
に
し
て
下
さ
い
 

給
与
、
退
職
金
等
で
徴
収
さ
れ
た
所
得
 

税
が
、
お
さ
め
す
ぎ
で
あ
る
た
め
還
付
を
 

う
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
早
目
に
申
告
し
 

て
還
付
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た。 納
税
者
の
皆
さ
ん
の
な
か
に
前
年
ま
で
 

還
付
の
申
告
書
を
だ
し
て
お
ら
れ
た
方
や
 

中
途
で
退
職
し
て
お
さ
め
す
ぎ
た
税
額
の
 

あ
る
人
は
「
育
の
確
定
申
告
の
時
期
を
ま
 

た
ず
、
な
る
べ
く
早
目
に
申
告
書
を
提
出
 

し
て
、
税
額
の
は
ら
い
も
ど
し
を
う
け
て
 

下
さ
い
。
 

申
告
の
用
紙
は
役
場
税
務
課
に
あ
り
ま
 

す。 く
わ
し
く
は
、
税
務
署
、
役
場
に
お
問
 

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

税
 
務
 
課
 

税
の
共
同
申
告
を
 

忘
れ
な
い
よ
う
に
 

昭
和
四
＋
年
中
の
所
得
に
対
す
る
共
同
 

申
告
の
受
付
が
、
次
の
よ
う
に
き
ま
り
ま
 

通学道路を舗装 

（町道、赤池一中泉線） 

炭
坑
離
職
者
就
労
 

対
策
事
業
と
し
て
、
 

一
月
十
一
百
か
ら
、
 

県
道
の
わ
か
れ
道
か
 

ら
、
赤
池
中
学
の
手
 

前
ま
で
四
〇
〇
米
、
 

巾
員
五
米
の
舗
装
工
 

事
が
，
合
資
会
社
熊
 

谷
組
に
よ
っ
て
、
進
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

工
事
期
間
中
は
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
 

大
変
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、
工
事
に
こ
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
完
成
は
「
耳
下
旬
 

の
予
定
で
す
。
 

共
同
申
告
の
と
き
に
、
申
告
を
忘
れ
ま
 

す
と
あ
と
で
、
税
務
署
や
財
務
事
務
所
か
 

ら
呼
び
出
し
を
う
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
 

か
ら
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
申
告
を
し
て
下
 

さ
い
。
 

く
わ
し
く
は
税
務
課
に
お
間
い
合
わ
せ
 

下
さ
い
。
 

税
 
務
 
課
 

T
赤
池
ー
中
泉
線
の
工
事
現
場
 

加
算
恩
給
の
 

改
正
に
つ
い
て
 

旧
軍
人
軍
属
に
対
す
る
普
通
恩
給
の
在
 

職
年
の
加
算
計
算
に
今
ま
で
は
、
昭
和
一
一
 

＋
年
九
月
ま
で
は
加
算
が
み
と
め
ら
わ
羊
 

月
以
降
た
と
え
外
地
に
よ
く
留
さ
れ
て
い
 

て
も
加
算
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
 

た
が
今
度
恩
給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
十
 

月
以
降
引
続
き
外
地
に
い
た
場
合
は
加
算
 

が
み
と
め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
二
十
年
十
月
以
降
加
算
を
入
れ
て
 

恩
給
受
給
の
在
職
年
に
達
す
る
と
思
わ
れ
 

る
方
は
役
場
援
護
係
へ
申
出
て
下
さ
い
。
 

‘

、

「

，

ー

ー

 

,kJ 
Jv
叫
も
 

け
 



・あ 広 報 あ か い け け
 

、
 
'
 

成
人
に
な
ら
れ
た
方
に
 

国
民
年
金
の
加
入
を
”
】
 

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

胸
を
は
っ
て
堂
A
と
大
人
の
な
か
ま
い
 

り
で
す
。
政
治
に
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
国
づ
く
り
町
づ
く
り
に
も
す
す
 

ん
で
力
を
つ
く
し
ま
し
さ
つ
。
 

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
方
は
満
二
〇
才
に
 

な
る
と
法
律
的
に
も
社
会
的
に
も
一
人
前
 

の
扱
い
を
受
け
成
人
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
権
 

利
義
務
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

二
〇
才
に
な
っ
た
機
会
に
忘
れ
て
は
な
 

ら
な
い
義
務
が
も
う
ー
つ
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
い
う
 

義
務
で
す
。
 

国
民
年
金
は
二
〇
才
以
上
六
〇
才
未
満
 

の
国
民
で
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
の
共
済
 

組
合
に
加
入
し
て
な
か
っ
た
人
達
す
な
ね
 

ち
農
業
商
業
自
営
業
な
ど
の
社
会
保
障
制
 

度
か
ら
除
か
れ
て
い
た
人
達
は
必
ら
ず
加
 

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
！
 

こ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
二
〇
才
か
ら
三
五
 

才
未
満
の
方
は
毎
月
一
O
〇
円
三
五
才
以
 

上
の
方
は
一
五
〇
円
と
わ
ず
か
な
保
険
料
 

を
納
め
自
分
で
自
分
の
将
来
を
築
き
、
ま
 

た
万
一
の
事
故
に
対
す
る
身
体
障
害
死
亡
 

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
く
る
生
活
の
不
安
 

を
年
金
に
よ
っ
て
少
し
で
も
緩
和
し
よ
う
 

と
い
う
巨
的
で
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
 

成
人
の
日
を
機
会
に
も
う
一
度
国
民
年
 

金
制
度
の
意
義
を
考
え
全
員
も
れ
な
く
加
 

入
の
手
続
を
す
ま
せ
ま
し
さ
つ
。
 

=＝完成急ぐ町営住宅ニニ＝ 

かねて建築しておりました、町営住宅が、ほと 

んど出来あがりました。入居者を募集しておりま‘ 

したが、β汀では、選考委員会を設置して、関係者 

立合いのもとに公開抽せんにより入居者を決めま 

す。 

加
入
の
手
続
は
印
だ
け
持
っ
て
役
場
の
 

年
金
係
の
所
へ
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
が
 

来
て
い
た
だ
け
ば
す
ぐ
に
出
来
ま
す
。
 

成
人
に
な
っ
た
そ
の
日
に
 

国
民
年
金
へ
 

年
 
金
 
係
 

検
察
審
査
会
を
 

ご
利
用
下
さ
い
 

昭
和
四
十
一
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補
 

者
が
き
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
の
中
に
 

は
候
補
者
に
な
っ
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
．
 

検
察
審
査
会
と
は
選
挙
人
名
簿
か
ら
「
く
 

じ
」
で
選
ば
れ
た
一
一
人
の
民
間
人
の
代
 

表
者
が
検
事
の
し
こ
と
の
や
り
方
を
審
査
 

す
る
た
め
の
制
度
で
す
窃
盗
・
お
ど
し
・
 

詐
欺
・
横
領
・
交
通
事
故
な
ど
、
犯
罪
の
 

被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
 

が
検
事
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
 

れ
な
い
、
な
っ
と
く
で
き
な
い
。
こ
ん
な
 

家
庭
で
一
冊
そ
な
え
 

て
お
き
た
い
法
律
書
 

新
家
庭
法
律
書
は
日
常
生
活
上
、
常
識
 

と
し
て
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

（
即
ち
隣
り
近
所
の
い
ざ
こ
ざ
、
玄
関
先
 

や
店
先
で
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
紛
争
に
つ
い
 

て
）
詳
し
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
ま
 

す。 い
わ
穿
y
J
伝
律
書
は
一
般
人
が
安
 

不
満
を
も
っ
て
い
る
か
た
は
泣
き
寝
入
り
 

し
な
い
で
検
察
審
査
会
に
相
談
し
て
下
さ
 

い
費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。
電
話
で
も
け
「
 

こ
つ
で
す
。
 

田
川
市
西
区
平
松
・
田
川
裁
判
所
内
 

田
川
検
察
審
査
会
 

電
話
田
川
②
一
、
五
八
「
一
 

か
ね
て
工
事
を
進
め
て
お
 

り
ま
し
た
役
場
附
近
の
道
路
 

舗
装
工
事
が
、
こ
の
ほ
ど
完
‘
 

工
い
た
し
ま
し
た
 

~ 
1 I 

全
な
社
会
生
活
を
し
て
ゆ
く
に
必
要
な
日
 

常
の
法
律
書
で
す
h
 

先
に
公
民
館
で
は
回
覧
板
で
購
入
の
希
 

望
者
を
募
り
多
く
の
方
大
の
注
文
を
っ
け
 

ま
し
た
が
公
民
館
で
は
再
注
文
い
た
し
ま
 

す
の
で
ご
希
望
の
方
は
次
の
と
こ
ろ
に
申
 

し
込
ん
で
下
さ
い
n
 

O
申
込
先
 
赤
池
町
公
民
館
 

〇
締
 
切
 
3
月
 10 
日
 

〇
新
家
庭
法
律
書
定
価
 
八
十
l
A
 

教
育
委
員
に
 

荒
木
・
熊
谷
氏
 

教
育
委
員
・
村
上
正
行
氏
（
辞
任
）
一
F
 

塚
君
子
氏
（
任
期
満
了
）
に
よ
り
、
十
一
一
 

月
一
一
十
八
日
の
定
例
本
会
議
に
教
育
委
員
 

任
命
の
件
を
上
程
し
後
任
に
荒
木
利
雄
 

氏
、
熊
谷
琢
義
氏
が
満
場
一
致
で
可
決
承
 

認
さ
れ
ま
し
た
【
 

〇
教
育
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 柴
田
 
直
美
 

（
炭
坑
）
 

内
田
 
波
夫
 

（
赤
池
）
 

荒
木
 
利
雄
 

（
赤
他
）
 

熊
谷
 
琢
義
 

（
上
野
）
 

川
上
 
大
吉
 

（
市
場
）
 

公
平
委
員
の
顔
ぶ
れ
 

士
一
月
二
十
八
日
の
定
例
本
会
議
に
お
 

い
て
次
の
方
が
公
平
委
員
に
選
任
さ
血
ま
 

し
た
。
 

松
岡
 
幸
男
 

（
炭
坑
）
 

久
原
 
宝
作
 

（
市
場
）
 

近
藤
 

一 

（
上
野
）
 

生

ま

れ

た

人

 

（
士
一
月
生
）
 

父
太
田
 

博
（
長
男
 
信
 
英
）
上
野
 

父
薦
田
 

誠
（
長
男
 

仁
）
炭
坑
 

父
太
田
 
五
郎
（
一
一
一
男
 

政
 
孝
）
上
野
 

父
田
中
 
美
昭
（
長
女
 
真
由
美
）
炭
坑
 

父
辻
田
 
幸
也
（
長
男
 
順
 

一
）
炭
坑
 

父
藤
村
 
昇
男
（
長
女
 
み
ど
り
）
上
野
 

（
一
月
生
）
 

父
長
谷
川
秀
利
（
長
女
・
禎
 
子
）
市
場
 

父
亀
井
 
繁
男
（
長
男
・
繁
 
光
）
赤
池
 

父
藤
村
 
友
也
（
長
女
・
明
 
美
）
上
野
 

父
小
松
 
安
夫
（
二
男
・
安
 
彦
）
上
野
 

一

 

な
く
な
っ
 
た
人
一
 

（
十
一
一
月
）
・
 

木
戸
幸
太
郎
（
七
十
七
才
）
 

炭
 
坑
 

中
村
 
常
助
（
六
＋
九
才
）
 

炭
 
坑
 

山
本
ー
ズ
ギ
（
八
十
二
才
）
 

藤
井
ハ
ナ
エ
（
八
十
才
）
 

広
沢
重
太
郎
（
八
＋
四
才
）
 

血
町
、
、
 

大
和
町
 

炭
 
坑
 

高
林
み
ず
よ
（
乳
 

児） 

市
 
場
 

（一月）一 

木
村
一
二
三
（
五
十
七
才
）
 

市
 
場
 

篠
崎
ナ
ツ
ノ
（
七
十
七
才
）
老
人
ホ
1
ム
 

コ
ー
ー
 

一
、
金
壱
封
 
藤
村
敏
政
殿
 

亡
母
キ
ク
氏
（
上
野
）
香
典
返
と
し
て
 

1
 
上
野
校
へ
 

2
 

一
区
公
民
館
へ
 

3
 
六
区
公
民
館
へ
 

一
、
金
壱
封
 
木
戸
幸
男
殿
 

亡
父
幸
太
郎
氏
（
炭
坑
）
香
典
返
と
し
て
 

赤
池
町
民
生
事
業
助
成
会
へ
 

一
、
金
壱
封
 
藤
井
雄
象
殿
 

亡
母
ハ
ナ
氏
（
赤
池
）
香
典
返
と
し
て
 

赤
他
町
民
生
事
業
助
成
会
へ
 

一
、
金
壱
封
 
木
村
岸
男
殿
 

亡
父
一

ニ「
民
（
市
場
）
香
典
返
と
し
て
 

赤
池
町
民
生
事
業
助
成
会
へ
 

.
 

太
田
 
キ
ク
（
七
十
九
才
）
 

上
、
野
 

か
 


